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家兎水晶体上皮細胞の貪食能 (図 2)
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要  約
家兎で正常水晶体および外傷性白内障水晶体の上皮細胞培養 を行い以下の結果を得た。1.正常家兎水晶体

上皮細胞は貪食能を示した。2.外傷性家兎白内障水晶体上皮細胞も正常と同程度に貪食能を示 した.3.貪食

能は水晶体上皮細胞のもつ特徴で,外傷性白内障の成因に直接関与しないものと思われた.(日 眼 92:

518-521,1987)
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Abstract

Normal and cataractous lens epithelial cells of rabbits were cultured and the following details

were observed by light microscopy. Rabbit normal lens epithelial cells phagocytosed latex particles.

Rabbit cataractous lens epithelial cells also phagocytosed latex particles in the same degree. It was

speculated that phagocytosis is a specific feature of rabbit lens epithelial cells and that this phenome-

non is not specific for cataractogenesis. (Acta Soc Ophthalmol Jpn 92 : 518-521, 1988)
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I緒  言

網膜色素上皮細胞が視細胞外節を貪食消化する事は

明らかになっている (Young,R.W.:19671),Young,

RⅣ7.&Bok,D.:19692),Young,R.VV.:19713),Young,

R.W.:19734))。 _方水晶体上皮細胞が貪食作用を持つ

かどうかについては現在確実な証明はされていない。

しかし,shumailova5)(1974)は ,水晶体眼炎の際の

水晶体上皮細胞がマクロフアージ作用をもち, さらに

EIshnig's pearlsが 上皮性食細胞であると述べている。

三国らの(1982)は実験的ラット自内障の電顕像で重層

した上皮細胞の細胞質内に液胞様形成と細胞膜の破片

様 debrisを 示し,こ れらが貪食された可能性もあると

考えた。Heiderkrugerら 7)(1972)は ,胎生12日 目の
ラット水晶体上皮細胞が貪食している所見を電顕像で

示している.こ れらの報告から水晶体上皮細胞に貪食

作用がある事は十分予想される.

したがって,我々は老人性白内障水晶体上皮細胞を

培養 して貪食能を調べたところ,10例中すべてに貪食

様所見を認めた8)。

同様に正常な人眼水晶体上皮細胞も貪食能をもつも

のかどうか興味をもったが正常な人間水晶体を入手す

る事は極めて困難である為,家兎の正常水晶体上皮細

胞を培養しその貪食能を調べた。同時に,家兎の外傷

性白内障眼より水晶体上皮細胞を培養しその貪食能を

調べ両者について比較検討し興味ある所見を得たので
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ここに報告する。

II 実験方法

1.実験動物

体重約3kgの雄白色家兎 8羽を用いた。

2.化学薬品

Eagle's minimum eSSential medium(以 下 MEMと

略す)は, 日水製薬(東京)か ら,牛胎児血清は GIBCO

(Grand lsland,NY,U.S.A.)か ら,latex粒子 (平

均直径1.091μ m)は,The Dow chemical Co.
(Indiana_pOHs,U.S.A.)か ら購入した。

3.培養水晶体上皮細胞の作製法

すべて右眼を対照眼,左眼を外傷性白内障眼 (27G注

射針で10%牛胎児血清を含む MEM O.2mlを 水晶体

に,in viVOで注入して作製)各々 8眼ずつ,計 16眼か

ら水晶体を摘出した。

まず家兎を耳静脈より空気栓塞で殺した後,直ちに

眼球を摘出した.眼球より摘出した水晶体は,Puck液

中に浮かばせて,実体顕微鏡下で水晶体後嚢よリピン

セットを用いて十字切開法により,前嚢に向かって剥

離した.水晶体前嚢についた上皮細胞は,0.2mlの

0.25%ト リプシン液 (DIFCO,U.S.A.)に いれて37℃ ,
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5分間 トリプシン消化を行った。 5分後に10%牛胎児

血清を含む MEM液 を0.5ml追 加 して トリプシン消

化を中止させた.ピ ペットでよくかく拌した後,あ ら

か じめ preincubatiOnし てあ る Lab‐ Tek2 chamber

の中の10%牛 胎児血清を含む MEM液 中に入れて

5%C02,95%airの も とで 培 養 した。細 胞 が

COnЯuentにはえる迄 (5～ 7日 間)培養し実験に供し

た。

4.貪食能の観察

Latex粒子を108個 /mlの 濃度で含む MEM液 中で

2日 間貪食反応させた。2日 後に MEM液 で十分に洗

浄し,エチルアルコールで 1分間固定後, 5分間ギム

ザ染色し,水洗後,光学顕微鏡で観察した。

III 結  果

光学顕微鏡所見

1.対照眼

COnluentに はえた上皮細胞は,細胞の配列が乱れ ,

細胞自体の六角形のパターンは不正形である。多核を

もつものや大小種々の細胞がみられ細胞質の中に空胞

をもつものも少数みられる。Latex粒子は核周囲の細

胞質内へとり込まれるものが多く,核内にとり込まれ

図 1 正常な家兎水晶体上皮細胞の貪食像.Giemsa染色.× 300.
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たように見えるものは少ない。

貪食能は,光顕にて無作意に約100細胞を数え,貪食
していない細胞と比較すると全体の96%は貪食してい
ることがわかった (図 1).

2.外傷性白内障眼
Connuentに はえた自内障上皮細胞は,対照眼と同
様に細胞の配列が乱れて細胞自体の構造 も六角形パ

ターンはくずれている.多核をもつものもみられ細胞
は大小種々である.細胞質には空胞のあるものがわず
かにみられる。

Latex粒 子は細胞質内へとり込まれ核内にとり込ま

れた様に見えるのは少数である。貪食能は,光顕にて
無作意に約100細胞を数え貪食していない細胞と比較

すると96%は貪食を行っていた (図 2)。

IV 考  按
水晶体上皮細胞が自内障のような病的状態で貪食能

を示すのか,あ るいは正常でも貪食能をもっているの
か興味あるところである.正常な人眼水晶体を手に入
れることは極めて困難であるので,代 りに家兎の正常
水晶体を用いて正常上皮細胞の貪食能を調べてみた.

正常および外傷性自内障水晶体上皮細胞培養におい

て, 自川弘9)~11)な どがニフトリ胚培養網膜色素上皮細
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胞で示したような培養上皮細胞に特徴的な六角形の整

然とした配列の細胞は得られなかった。岩手医大細菌

学教室から家兎水晶体細胞12)(Rabbit Lens Cens;

RLC)を入手 し,10%牛胎児血清加 MEMで培養して
も,六角形の整然とした配列の細胞は得られなかった。

したがって,培養細胞の形態はこれ以上,完成したも
のにするのは困難と考えて, この培養細胞を用いるこ

とにした.Latex粒子を2日 間培養液に加え,十分に
貪食を行わせた後,10%牛胎児血清加 MEMで 十分に
洗浄し,latex粒子が細胞表面や,細胞間隙に残らない

ように注意した。それでもなお上皮細胞に latex粒子

が吸着している可能性もあるので,latex粒 子をとり
こんだ細胞を, さらにテフロン・ ポリスマン・ヘラで

剥離し,培養液中に浮遊させて,培養顕微鏡を高倍率
(400倍 )に して,立体的に細胞を観察することにより
吸着ではなく確実に貪食されていることを確認した。

光学顕微鏡で観察の際,核 と同 じピン トで見える
latex粒子は明らかに細胞にとりこまれた粒子つまり

貪食と考え,核上にかさなってみえる粒子は細胞質中
かあるいは細胞膜に附着したものかは光顕的には判別

が困難で今回の貪食からは徐外して考えた。正常及び

白内障上皮細胞 ともに核の囲りに latexが とりこまれ

る傾向があり現在のところその理由は不明であるが興

図2 外傷性家兎白内障水品体上皮細胞の貪食像.Ciemsa染 色.× 300.
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味深い所見と思われた。正常水晶体上皮細胞を,光顕
にて一視野の中で無作意に約100細胞を数え貪食して

いない細胞と比較すると全体の96%は貪食しているこ

とが判った。

同様の操作を外傷性自内障に行 うと,96%の 貪食が

みられ,両者の間に有意の差はみられなかった。 しか
し貪食した latexの数を各細胞単位で算出し,貪食し

た latex粒子分布をみると,両者に違いの出る可能性

もあるのでこれから検討の予定である.

正常水晶体上皮細胞と外傷性白内障水晶体上皮細胞

との間でin vitroで貪食能に差がないことは,貪食能
が外傷性白内障 と直接関係がないことも考えられる

が,一つの事実として今回報告した。
稿を終えるにあたり, ご校閲いただきました尾羽沢大教

授に深謝いたします。
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